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エアシェアは、旅行者・航空機オーナー・パイロットの三者をマッチングするサービスを運営しています

当社「エアシェア」は、従来日本の航空法では実現不可能と考えられていた航空機の

シェアリングサービスをITシステムを利用したスキーム(※)を開発することで実現し、

日本で初めて国土交通省から“適法性”と“安全対策”が認められた航空機の

シェアサービスを展開しています。 (※特許第6873443号 「被操縦機器貸借利用マッチングシステム」)

小型航空業界を取りまく課題を、マッチングして繋ぎ、循環させることで解決へ導く

・国内観光客
・インバウンド
・出張の多いビジネスマン

旅行者

・自家用航空機オーナー
・航空事業者

航空機オーナー

・事業用操縦士資格を
持つパイロット

パイロットエアシェアはプラットフォーマーとして
旅行者と航空機オーナーから
手数料を受け取る収益構造

維持コストが重い

飛行機が遊んでいて
もったいない

就職応募の為の
飛行時間が足りない

退職したけど、
パイロットを続けたい

時間に縛られず
便利に移動したい

使いたい路線の
本数が少なすぎる

航空機シェアリングスキームをライドシェアへ展開！

DRIVAアプリ 2025年リリース予定

地域運営パートナー募集中！

2023年より、「AIRSHARE」で培ったノウハウを自動車交通に

採用した新サービス「DRIVA」(ドライバ)を構築中。

2024年4月から実施の3号ライドシェアとは異なり、運行エリア、

利用時間、料金額等の制約を受けずにライドシェアが可能です。

「DRIVA」もサービス適法性をグレーゾーン解消制度を利用して

国土交通省へ確認、白タク行為に該当しない旨の回答を受領。

2024年1月～3月にはニセコエリアにて実証実験を実施し、

2024年度中の本サービスリリースを計画しています。

タクシーを補完する新しい交通手段 「DRIVA」
一般ドライバーと車両を使用したライドシェアサービス


